
令和４年度 学校評価 
 

本年度の 

重点目標 

① 事故発生時の対応や感染症拡大防止を徹底するなど、安心・安全な学校づくりに努める。 

② ＩＣＴ機器の活用を進めるなど、一人一人に応じた教育の充実を図る。 

担当 重点目標 具体的方策 留意事項 

総務部 ・「ＳＤＧ s（ Sustainable 

Development Goals[持続

可能な開発目標]） 」を意

識して、学校環境を整備

する。 

・「ＳＤＧｓ」の目標に対し

て、昨年度から引き継いだ

「４つの取組」を、学校だよ

りや校内掲示などを工夫し

て積極的に情報発信し、児

童生徒、保護者、教職員が協

力や協調をして、学習や生

活をしやすい学校及び教室

環境の整備を進める。 

・４つの取組(※)を児童生徒や保護

者、教職員が意識できるように環境

整備を進める。特に、各部や各校務

分掌と連携して取り組んでいく。 

 

(※)４つの取組 

①水 (水道水 )の無駄遣いを減ら

す。 

②給食残飯や廃棄食材を減らす。 

③電気の無駄遣いを減らす。 

④紙(コピー紙等)の有効利用を心

掛ける。 

教務部 ・45 分授業の実施に伴い、

児童生徒の実態をしっか

り把握し、改善点を探っ

ていく。 

・ＩＣＴ機器（パソコン、タ

ブレット、大型テレビな

ど）を活用した教育を充

実する。 

 

 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染

拡大防止に努めながら授

業を実施する。 

・各部の実情を部会や学年会

を中心に改善案を考えてい

く。 

 

・パソコンやタブレット、大

型テレビ等を活用した授業

展開を充実させていく。 

 

 

 

 

 

 

 

・日頃から「三密」を回避する

よう対策を講じるようにす

る。 

・ 45 分授業については、児童生徒の

実態に合わせて、必要に応じて柔

軟に運用する。 

 

・ＩＣＴ機器を活用して収集した情

報を活用する力を伸ばせるよう、

教職員が研修する機会を設ける。 

・ＩＣＴ機器を活用することで、ＩＴ

スキルを身に付けられるようにす

る。 

・研修内容を可視化するなどして、担

当の教職員だけではなく、学校全

体で活用に関する情報を共有でき

るようにする。 

・授業や行事等で使用する教室につ

いて、使用状況を教職員が常に意

識できるよう工夫する。 

生徒指導部 ・安全な通学環境を整備す

る。 

 

 

 

 

・基本的生活習慣の定着を

図る。 

 

 

・いじめの未然防止と早期

発見に向けて、組織的な

対応を行う。 

・スクールバスの運行経路の

補正とダイヤの調整を行

う。 

 

・交通安全に対する意識の向

上を図る。 

・ＩＣＴ機器や掲示板を活用

して、生活目標の啓発や挨

拶に対する意識の向上を図

る。 

・学校生活に対する聴き取り

や情報収集を行い、未然防

止や早期発見に努める。 

・いじめ不登校等対策委員会

でいじめに関する情報を共

有し、対処の方法を検討す

る。 

・児童生徒や保護者に混乱が生じな

いよう、添乗員と密に情報交換を

図り、必要に応じてダイヤ等の修

正を行う。 

・地域との連携を強化し、発達段階に

合わせた交通安全教室を計画する。 

・児童生徒に分かりやすく伝えるこ

とができるようなＩＣＴ機器の使

い方や掲示方法について、情報教育

部と連携を図りながら進めていく。 

・日常生活を通して、学年や所属部を

中心に、いじめの有無やいじめが起

きにくい雰囲気作りを意識して指

導に当たることを教職員間で周知

する。 

・いじめが発見された場合やいじめ

の相談を受けた場合は、すぐに校内

組織に報告することを教職員間で

周知徹底する。 



進路指導部 ・保護者説明用資料の充実

を図る。 

 

 

 

 

・キャリアパスポートの書

式を作成する。 

 

・実習の評価表の書式を検

討し、適切な評価ができ

るようにする。 

・学級担任のニーズを把握し

て、必要な内容を作成する。 

（就職するために必要な

力、障害福祉サービスの説

明、障害福祉サービスの選

び方など） 

・稲沢市の書式やサポートブ

ックを参考にし、教務部と

も連携をして作成する。 

・就労アセスメントシートを

参考にして、必要な項目を

ピックアップする。 

・学級担任が、説明が難しい内容を保

護者に分かりやすく示すことがで

きるようにする。 

・キャリア教育全体計画を参考にす

る。 

 

・教務部と連携（個別の教育支援計画

への記載など）をする。 

・実習で評価したい内容を厳選する。 

・各項目に対する評価段階を少なく

（４段階程度に）して、評価しやす

くする。（現在は７段階） 

保健体育部 ・保健指導の充実を図り、安

心・安全な学校つくりを

目指す。 

 

 

 

 

 

・食育指導の充実を図る。 

 

 

 

 

・事故発生時の早期対応や

環境整備により、学校の

安全を確保する。 

 

 

 

・感染症対策について、児童

生徒、保護者、教職員へ適

宜情報提供などを行い、校

内の安全を保てるようにす

る。 

・肥満指導に重点を置き、適

切な保健指導の充実を図

る。 

・関係職員などと連携しなが

ら食に関する全体指導計画

や教材を使用するなどし

て、個に応じた食に関する

指導を充実させる。 

・事故発生時の対応を共有

し、改善しながら早期対

応、早期発見を目指す。 

 

・校内環境を整え、学校安全

に努める。 

 

・感染症対策についてのマニュアル

を軸としながらも、必要に応じた

見直しや情報提供を継続して行

う。 

 

・関係教職員が中心となり、家庭や担

任、学年と連携を図りながら、必要

に応じて児童生徒への保健指導や

教職員への研修などを行う 

・保健や教科担当などと連携を図り、

個に応じたニーズを基に食育指導

の充実を図ることができるように

する。 

・事故発生時や訓練時に出た反省を

すぐに改善、応用する体制を引き

続き構築し、状況に応じた対応を

早期に行えるようにする。 

・校内の安全点検、環境美化を充実さ

せ、早期に改善、対応できるように

する。 

教育支援部 ・地域の関係機関に特別支

援教育に関する知識、情

報を提供する。 

 

 

 

 

 

・児童生徒及び教職員への

校内支援の充実を図る。 

・本校のホームページの「ふ

れあい通信」の充実を図る。 

・充実したニーズのある研修

会を実施する。 

・巡回、指導検討会のための

ケース会を行う。 

・「支援部だより」「支援グッ

ズ」の見直しを行う。 

・現職研修、ケース検討会を

行い、校内支援を充実させ

る。 

・過去の支援部だよりを整理し、ホー

ムページに掲載する。 

・夏季研修会では、感染対策を十分に

行い、教材・教具の紹介をする。 

・昨年同様、巡回相談等に使用してい

る「支援シート」を使って、検討会

を行い、支援について検討をする。 

 

・「支援部だより」「支援グッズ」を整

理し、教職員が活用しやすくする。 

・夏季研修会、現職研修会等の動画を

を撮り、研修会後に教職員が視聴

できるようにする。 



情報教育部 ・情報機器およびネットワ

ーク上のデータの安全な

運用に努める。 

 

・ＩＣＴを効果的に活用し

た実践の充実を図る。 

・情報の重要度に応じて適切

な場所に情報を保存するよ

うに職員に周知する。 

  

・教職員向けにネットワーク

を活用した実践の紹介や研

修会を開き、ＩＣＴを活用

できるようにする。 

・児童生徒が主体的にＩＣＴ

機器を活用することができ

るようにする。 

・クラウド上で扱う情報も重度に応

じて適切に扱う。個人情報はクラ

ウド上に保存しないよう特に留意

する。 

・積極的にオンラインでコミュニケ

ーションを行うサービスやネット

ワークアプリを導入する。 

・児童生徒が ICT 機器を実態に応じ

て安全に活用することができる環

境を構築する。 

図書部 ・図書室の環境の充実を図

る。 

 

 

 

 

 

・児童生徒の読書活動を推

進する。 

・図書室の利用方法や図書の

紹介について改善と充実を

図り、児童生徒や職員が安

心で安全に利用できるよう

に図書室環境を整える。 

 

 

・図書委員会活動や読書週間

等の取組を通して、ＩＣＴ

機器を活用した読書活動及

び学習活動の充実を図る。 

・図書室利用オリエンテーションの

取組を周知し、全校児童生徒の図

書室利用を促すとともに、興味を

持って本を手に取れるように配架

や掲示を工夫する。 

・授業で扱う題材に関連する内容の

図書や映像資料の充実を図る。 

・図書委員会活動で写真や動画等を

利用して、図書室の利用方法や図

書の紹介を行う。 

・読書週間では図書室内にコーナー

を特設し、大型テレビで図書室の

使い方や取組内容の紹介映像を見

たり、対象図書を閲覧したりでき

るようにする。 

研修部 ・教職員の専門性の向上を

図る。 

・研修では、教職員の興味や

関心、必要性の高い内容を

選んで計画する。 

 

 

 

 

・研究では、社会科、理科、

生活科の内容を取り入れた

生活単元学習の指導につい

て検討する。 

・教職員から要望を聞いたり、他の

校務分掌と協力したりして研修の

内容を設定し、専門性を高める機

会としていく。 

・情報教育部と連携して、ＩＣＴ機

器の授業への活用方法についての

研修会を設定する。 

・研究の目的や内容を明確にして教

職員の共通理解を図った上で、円

滑に取り組めるようにしていく。 

・昨年度の研究で作成した「指導内 

容表（例）」を参考に進めていく。 

・教務主任と連携し、研究を進めて

いく。 

自立活動部 

 

・自立活動に関する情報提

供を進める。 

 

 

 

 

・自立活動室を整備し安全

な指導ができるようにす

る。 

・自立活動に関する研修会、

相談会を実施したり、学校

ホームページに自立活動に

関する参考資料を掲載した

りして、校内や地域へ情報

を発信していく。 

・自立活動室を使用する際の

留意事項をまとめたり、教

材・教具の管理や貸し出し

方法を周知したりする。 

 

・校内の専門性の高い教職員と連携

し、研修会、書籍、参考資料等の

情報提供を定期的に行う。 

・情報教育部や地域支援部と連携し、

学校ホームページを利用して地域へ

の情報発信ができるようしていく。 

・自立活動室が変更したため、教室使

用上の留意箇所を確認する。 

・自立活動以外の授業での使用もで

きるよう、関係する校務分掌と連

携して円滑に授業ができるように

していく。 

 


